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オリエンテーション

１．多項式の加法と減法

単元考査　数学Ⅰ－１

（数学Ａ　図形の性質）

２．命題と条件
３．命題とその逆・対偶
　　・裏

・命題の反例や逆・対偶・裏の意味を
理解し，命題の真偽を調べることがで
きる。
・必要条件・十分条件のいずれに該当
するかを考察することができる。

①②③

・集合に関する用語や記号の意味を理
解している。

前
期
中
間

④

①②③④

①②③

①②③

①②③
第１節

式の計算

２．多項式の乗法
３．因数分解

・多項式の加法・減法の計算ができ
る。

・展開や因数分解の計算ができる。
・文字の置き換えなどによって，工夫
して展開や因数分解の計算ができる。

４．実数
５．根号を含む式の計算

第２節
実数

・根号を含む式の四則計算ができる。
・平方根の性質を理解して考察するこ
とができる。

第２章
集合と命題

○

①②③

学
習
方
法

○様々な物事に対して「なぜ？」という疑問をもち，１つ１つの「なぜ？」の理由を明らかにしてい
くつもりで学習を進めましょう。

○必要に応じて，算数や中学数学の復習もしながら学習を進めましょう。

学
習
評
価

評価の観点 評価の観点の趣旨

知識・技能
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解している。事象を数学化した
り，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けている。

思考・判断・表現
数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し
統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現
する力を身に付けている。

主体的に学習に
取り組む態度

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に
基づいて判断したりしようとしている。問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善しようとしたりしている。

○物事を論理的に考えて，自分の考えを相手に分かりやすく言葉や文字で伝えることを意識しましょ
う。

数学科　　『数学Ⅰ』　シラバス
学年

教科書
(出版社)

新編数学Ⅰ（数研出版）
副教材等
(出版社)

新課程　教科書傍用　3TRIAL　数学Ⅰ＋
Ａ（数研出版）

学
習
目
標

○数と式，２次関数，図形と計量，データの分析についての基本的な概念を理解し，数学的に表現・
処理する技能を身に付ける。

○既習事項を活用して，事象を論理的に考察し，分かりやすく表現することができる。

○主体的に学習を進め，様々な場面で数学を活用しようとする態度を身につける。
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①

授業の様子
発表・発言

○

小テスト
提出物の

取り組み状況
レポート課題

単元考査
実力考査

② ③

ウ

イ

ア

学
期

編･章 単元 学習内容
評価の観点

評価規準 評価方法

○ ○

○

　　 評価
　　 方法

観点

第３節
１次不等式 ６．不等式の性質

７．１次不等式
８．絶対値を含む方程式
　　・不等式

・１次不等式や絶対値を含む方程式・
不等式を解くことができる。
・身近な問題を１次不等式の問題に帰
着させ，問題を解決することができ
る。

④ ⑤

考査後の
振り返り

⑥

○ ○

○

○

⑤⑥

○

第１章
数と式

１．集合

第１章
数と式

前
期
期
末
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○
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○ ○

○

○

○ ○

○

○ ○

○

３．２次関数の最大・最
　　小
４．２次関数の決定

課題学習
・測量などの具体的な事象を三角比の
問題として捉えて，考察することがで
きる。

⑤⑥

①②③④

①②③

第１節
三角比

第３章
２次関数

①②③

①③④４．命題と証明

・与えられた条件を関数の式に表すこ
とができる。
・具体的な事象の最大・最小の問題に
ついて，２次関数を用いて表現し，考
察することができる。

第２節
２次関数の値

の変化

①②③

①②③

第１節
２次関数とグラフ １．関数とグラフ

２．２次関数のグラフ

・２次関数のグラフの概形，軸や頂点
について理解し，グラフを描くことが
できる。

①②③

後
期
中
間

第２章
集合と命題

⑤⑥

・命題に応じて，対偶法や背理法を用
いて命題を証明することができる。

単元考査　数学Ⅰ－２

（数学Ａ　場合の数）

５．２次方程式
６．２次関数のグラフと
　　x軸の位置関係

７．２次不等式

・２次方程式を，因数分解や解の公式
を用いて解くことができる。
・判別式を用いて，２次関数のグラフ
とx軸の共有点の個数について考察す
ることができる。

第３節
２次方程式と
２次不等式

○

・２次不等式を解くことができる。
・身近な問題を２次不等式の問題に帰
着させ，問題を解決することができ
る。

○

前
期
期
末

後
期
期
末

第４章
図形と計量

５．２つの変量の間の関
　　係

・共分散・相関係数の意味を理解し，
それらを求めることができる。
・データの散布図を作成し，相関を考
察することができる。

①②③

３．データの散らばりと
　　四分位数

・範囲や四分位範囲の意味を理解し，
それらを求めることができる。
・箱ひげ図を描き，複数のデータの分
布を比較することができる。

①②③

４．分散と標準偏差
・分散・標準偏差の意味を理解し，そ
れらを求めることができる。

①②③

第５章
データの分析

○

○

①②③

⑤⑥単元考査　数学Ⅰ－４

①④

①②③

①②③

①②③

４．正弦定理
５．余弦定理
６．正弦定理と余弦定理
　　の応用

・正弦定理や余弦定理を用いて，三角
形の辺の長さや角の大きさを求めるこ
とができる。
・正弦定理や余弦定理を用いるために
必要な条件を理解し，問題を考察する
ことができる。

６．仮説検定の考え方

１．データの整理
・度数分布表やヒストグラムについて
理解し，データを度数分布表やヒスト
グラムで表現することができる。

７．三角形の面積
８．空間図形への応用

１．三角比
２．三角比の相互関係
３．三角比の拡張

・正弦，余弦，正接の値を求めること
ができる。
・図をもとに，三角比の性質について
考察することができる。

・三角形の面積を求める方法を理解し
ている。
・正弦定理や余弦定理を用いるために
必要な条件を理解し，問題を考察する
ことができる。

・仮説検定の考え方を理解し，問題の
結論について判断できる。

単元考査　数学Ⅰ－３

（数学Ａ　確率）

第２節
三角形への応用

２．データの代表値
・平均値・最頻値・中央値の意味を理
解し，それらを求めることができる。


